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第１学年 算数科学習指導案

公開②／児 童 ２組 男 18 名 女 12 名 計 30 名

指導者 菅野 美智子

大和田 牧子（すこやかサポート）

１ 単元名 たしざん

２ 単元について

（１） 教材について

第 1 学年の数と計算領域の目標は、「具体物を用いた活動などを通して、数についての感覚

を豊かにする。数の意味や表し方について理解できるようにするとともに、加法及び減法の意

味について理解し、それらの計算の仕方を考え、用いることができるようにする。」である。

加法計算は、これまでに１位数と１位数の加法、10＋１位数などの計算で、いずれも繰り上が

りのない場合を扱ってきた。また、前単元では 3 口の数の加法を取り上げた。

本単元では、上記の学習をもとにして、1 位数に 1 位数をたして繰り上がりのある加法計算

の方法について指導する。繰り上がりのある計算はこれがはじめてであり、加法計算の基礎と

して 1 学年の重要な内容である。ここでは、被加数、加数ともに 1 位数であるが、繰り上がる

ところを「10 といくつ」ととらえることが要点となる。そこで、ブロックなどによる具体的な

操作を通して児童が「10 のまとまり」をつくるよさに気づき、それを用いて計算方法を見出し

ていくようにしたい。

（２） 児童について

これまでに児童は、加法の意味や 1 位数に 1
位数をたして繰り上がりのない加法、10＋1
位数などの加法について、算数ブロックなど

を使い、具体的な操作を通して学習してきて

いる。

Ｒテストの結果、平均正答率は 96％で繰り 
上がりのないたしざんについては大体理解さ

れていることが分かるが、数の合成や分解をするのに時間がかかる児童が多い。 
授業では、発表は進んでするが、その内容は断片的で自分の考えを分かりやすく説明できる

児童は少ない。また、計算については念頭でできる子、指を使ってしまう子、個別指導が必要

な子と個人差がある。しかし、操作活動をしながらの算数の学習は、ほとんどの児童が喜んで

取り組んでおり、その意欲を今後も大切にして指導していきたいと考えている。

（３） 指導にあたって

本単元で扱う計算は、被加数、加数ともに 1 位数であるが、繰り上がるところを「10 といく

つ」ととらえることが要点となる。つまり、10 に対する補数の見つけ方（10 のつくり方）は

どのようにしたらよいかという判断のしかたがポイントになる。これまでの 10 の合成・分解、

10 といくつ、という既習事項と関連づけながら、算数ブロックなどを用いて具体的な操作活動

を十分に取り入れ、「10 のまとまり」をつくるよさに気づかせたい。

計算の流れとしては、10 に対する補数がとりやすいように、まず加数分解による方法を取り

上げ、次に被加数分解による方法を取り上げる。そして 10 に対する補数のとり方に弾力性を

持たせ、児童が考えやすい方法を用いることができるようにする。「10 のまとまり」をどのよ

うにするとつくりやすいかという数の理解に即して計算方法を見出していくようにすること

を大切にしたい。

計算練習については、繰り返し計算問題をするだけでなく、カードやゲームによる練習を取

り上げ、児童が意欲をもって取り組み習熟を図ることができるようにようにしたい。

すこやかサポートの教師は、理解や作業が遅れがちな児童について支援をしていく。

内 容 正答率

繰り上がりのないたしざん ９７％

１０の合成・分解 ９６％

Ｒ

テ

ス

ト 加法の文章題 ９６％

Ｐ1 繰り上がりのあるたしざん ７０％
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（４）単元の系統図

３ 単元の目標

○１位数に 1 位数をたして繰り上がりのある計算のしかたを理解し、それを用いることができる。

【関心・意欲・態度】

・数の構成や 10 の補数などの学習経験を生かして、1 位数に 1 位数をたして繰り上がりのある計算

のしかたを進んで考えようとする。

【数学的な考え方】 
・20 までの数の構成や 10 の補数に着目して計算のしかたを考える。

【表現・処理】

・1 位数に 1 位数をたして繰り上がりのある計算ができる。

【知識・理解】

・1 位数に 1 位数をたして繰り上がりのある計算のしかたを理解する。
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４ 指導計画・評価計画（１１時間）

小

単

元

時 指 導 目 標 学 習 内 容 評 価 規 準

１

・

２

・1位数どうしの繰り上がり

のある加法で、加数を分

解して計算する方法につ

いて理解する。

・場面を読み取り、立式をす

る。

・９＋４の計算のしかたを考

える。

・加数分解による計算方法を

まとめる。

・被加数が９の場合の計算に

取り組み、理解を深める。

□考 繰り上がりのあるたし算の

しかたについて、10のまとま

りに着目して考えている。

□知 加数分解による計算のしか

たを理解している。

９

＋

４

の

け

い

さ

ん

３

・

４

・1位数どうしの繰り上がり

のある加法で、加数を分

解して計算する方法の理

解を確実にする。

・被加数が8、7の場合の計算

のしかたを考える。

・加数分解による計算方法に

ついて理解を深める。

・計算練習に取り組む。

□知 被加数が8、7の場合でも，10

のまとまりをつくればよい

ことを理解している。

□表 加数分解による計算が確実

にできる。

３

＋

９

の

け

い

さ

ん

１

本

時

・

２

・1位数どうしの繰り上がり

のある加法で、被加数を

分解して計算する方法に

ついて理解する。

・場面を読み取り､立式する。

・３＋９の計算のしかたを考

える。

・被加数分解による計算方法

をまとめる。

・計算練習に取り組む。

・文章題を解決する。

□考 被加数、加数の大小に関係な

く、10のまとまりをつくるこ

とに着目して考えている。

□知 被加数分解による計算のし

かたを理解している。

か

あ

ど

れ

ん

し

ゅ

う

１

～

５

・加法の計算能力を高める。 ・計算カードを用いたいろい

ろな活動を通して、繰り上

がりのある1位数どうしの

加法計算の練習をする。

□表 繰り上がりのある1位数どう

しの加法計算が確実にでき

る。
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５ 本時の指導

（１）指導目標と評価規準・支援

具体の評価規準

指導目標 評価規準
概ね満足できる

（Ｂ）

十分満足できる

（Ａ）

努力を要する

と判断される

児童への支援

・１位数どうし

の 繰 り 上 が

り の あ る 加

法で、被加数

分 解 し て 計

算 す る 方 法

に つ い て 理

解をする。

【数学的な考え方】

被加数、加数の

大小に関係なく、

10 のまとまりをつ

くることに着目し

て考えている。

・1 位数どうしの繰

り上がりのある加

法計算の仕方を考

えるとき、10 のま

とまりをつくるこ

とに着目して考え

ている。

・1 位数どうしの繰

り上がりのある加

法計算の仕方を考

えるとき、10 のま

とまりをつくるこ

とに着目して考

え、説明すること

ができる。

・10 のまとま

りに着目す

るように、ブ

ロックを用

いながら考

えさせる。

（２） 本時の指導にあたって

本時は、被加数を分解して計算する方法について理解することがねらいである。問題把握の

場面で、前時までと異なり被加数の方が加数より数が小さいことをおさえてから、既習経験を

生かし 10 のまとまりをつくればよいことに気づかせ、解決への見通しをもたせたい。自力解

決場面では、ブロック、図、さくらんぼ計算などをつかって具体的に操作活動をすることによ

って 10 のまとまりをつくることに着目させて計算のしかたを考えさせたい。3＋9 の計算につ

いては、既習の加数分解の考え方と、被加数３を分解して 10 をつくる方がよいという被加数

分解の考えの 2 つが出てくると思われる。いずれの考え方も正しいこと、10 のまとまりをつく

るよさが共通していることを認めながら、ここでは被加数分解を取り上げ、計算方法を理解さ

せたい。

（２） 本時の展開

段

階
学習課程 学 習 活 動 支援○ 指導上の留意点・ 評価【 】

つ

か

む

７

分

問題提示

課題把握

１ 問題を読み題意を把握する。

・絵と問題文を見て、題意をとらえる。

（絵） 
たまごが３こあります。あとから９こ

もらいました。ぜんぶでなんこになりま

したか。

・立式する。

２ 本時の課題をつかむ

3＋9 のけいさんのしかたをかんがえ

よう。

・ 絵を提示し、問題場面を理解しやす

いようにする。

・ 条件と求答事項を明確にする。

・ 前時までの学習との違い（被加数が

加数より小さい）をおさえる。

予

想

す

る

５

分

解決方法

の見通し

３ 解決の方法を話し合う。 
・ 10 のまとまりをつくる。

・ 9 を 10 にする。

・ 3 を 10 にする。

・ 10 のまとまりをつくればよいこと

を思い出させる。

・ ブロック、図、さくらんぼ計算のど

の方法で解決するか決めさせる。
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考

え

る

20
分

自力解決

集団解決

４ 課題を解決する。

・ 被加数分解

□□ □→□□□□□□□□□

３＋９＝１２

2 1 ⑩

・ 加数分解

□□□←□□□□□□□ □□

３＋９＝１２

⑩ 7 2

5 それぞれの考えを発表し、検討する。

・ それぞれの方法の共通点や相違点を見

つける。

・ 3＋9 の計算のしかたを確かめる。

○つまずいている児童には、ブロック操

作をして 10 のまとまりをつくれるよ

う支援する。

【数学的な考え方】 
被加数、加数の大小に関係なく、10
のまとまりをつくることに着目して

考えている。

・ どの考えも既習事項を生かし、10
のまとまりをつくって解決できた

ことを積極的に認めるようにする。

・ 加数分解と被加数分解を比べ、被加

数分解の方が計算がしやすくなる

場合があることに気づかせる。

・ 全体でブロック操作をし、３を分け

て 10 のまとまりをつくった方が計

算がしやすいことを確認する。

ま

と

め

る

３

分

まとめ ６ 本時の学習についてまとめる

・ 10 のまとまりをつくりやすいという

観点でまとめをする。

あ

て

は

め

る

５

分

適用 ７ 適用問題を解く 
・ ２＋９ 
・ ４＋９ 

○つまずいている児童には教師と一緒

にブロック操作をしながら計算でき

るよう支援する。早く終わった児童

は、チャレンジ問題に取り組ませる。

ふ

り

返

る

５

分

ふり返り ８ 本時の学習をふり返る。

・自己評価をする。

・次時の確認

・ 学習内容が分かったか、楽しく勉強

できたかを 3 段階（◎○△）で記す。

ちいさいほうのかずをわけて、10
のまとまりをつくるとけいさんがし

やすい。

ブロック、図、さくらんぼ計算な

どをつかって、具体的に操作活動を

しながら 10 のまとまりをつくるこ

とに着目して計算のしかたを考え

させる。


